
 

発行日 2021 年 5 月 1 日 

作成者 生物・生活材料研究部 界面活性剤研究室 佐藤 博文 

Phone: 06-6963-8035  E-mail: hsato@orist.jp 

発行日 2017年0月0日

○○○○研究部○○○○○○○○研究室 ○○○○○

Phone:0725-51-0000

○○○○研究部○○○○○○研究室 ○○○○、○○○○

Phone:0725-51-0000

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

新型コロナウイルスの蔓延に伴い、アルコー

ル製剤や殺菌効果のあるアロマ製品などの高

機能衛生製品が注目されています。これらの製

品には空気中に拡散する有効成分や製品の付

加価値を高める香料などが使用されています。

それらの分析では一般的にガスクロマトグラ

フィーが用いられますが、ジェルやクリームな

ど製品の状態によっては測定前に複雑な前処

理が必要なため、分析が困難でした。また、気

化した成分は非常に低濃度であり、高い検出能

力が求められます。 

本テクニカルシートでは大阪市「新型コロナ

ウイルス感染症対策ものづくり中小企業緊急

支援事業」により 2020 年度に森之宮センター

に導入された島津製作所製ヘッドスペースサ

ンプラー付きトリプル四重極質量分析計につ

いて紹介します。ヘッドスペースサンプラーは

試料から気化した成分を分析に供するため、難

しい前処理が必要ありません。また、本装置は

試料の濃縮機構 (トラップ) とトリプル四重

極質量分析計を備えており、低濃度のサンプル

を高感度で分析することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 装置の外観（島津製作所ホームページ） 

 

測定例 

手指消毒用アルコールジェル２製品の香料成

分の分析例を紹介します。ジェル状の製品には

ゲル化剤が含まれており、水や有機溶剤での希

釈で、沈殿やゲルの硬化によって不均一となる 

 

ため、分析できないこ

とが多々あります。

ヘッドスペースサン

プラーを用いると写

真のようにヘッドス

ペースバイアルにサ 

ンプルを入れキャップをするだけで簡単にサン

プリングすることができます。  

これらのサンプルをオートサンプラーに設

置し、80℃で 20 分保温して GCMS 分析を行いま

した (図 2)。その結果、ふたつの製品ではいく

つかの揮発性物質が観測されました。また、9.3

分に共通するピークが観測されました。その

ピークのマススペクトルをライブラリと照合

したところ、一致度 95 でリモネンであること

がわかりました (図 3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 アルコールジェル製品のGCMSチャート  

 

 

 

図 3 9.3 分のピークのマススペクトルとスペ

クトル一致度の検索結果 

 

おわりに 

本シートではヘッドスペースサンプラー付

き GC-MS/MS 装置についてご紹介しました。本

装置を用いると、前処理が難しい試料の GC-MS

分析が簡便にできるだけでなく、MS/MS 機能も

あるため微量成分の定量も得意としておりま

す。ぜひご活用ください。 

ヘッドスペースサンプラー付きトリプル四重極 
ガスクロマトグラフィー (HS-GC-MS/MS) 
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